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ミ ドリゾ ウ リ ム シ の 光反応 と 共生 ク ロ レ ラ の青色効

果

岩月議司．内藤　豊 （筑波大 ・生物）

B】ue 　】ight　effec し　on 　the 　symbio こic　Chtore〃a

and 　the　photobehavior 　重n 　Parごzmecivm 　bursaria

KENJ 工 IWATSUKI ，　 YuTAKA 　 NAIToH

　 共生 ク ロ レ ラ を体 内に 持 つ ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ

　（Parameeium 　buプsaria ） は ，普通明 る い 所 に 集ま

る （光集合） が，暗所 に 放置 して お くと，反対に 光

を避け て 暗 い 所 に 集る （光離散） よ うに な っ た。こ

の 暗順応した ミ ド リ ゾ ウ リ ム シ を 明所 に 放置して お

くと，約 10分後位か ら光集 合 を 見 せ は じめ ，70分位

で 完全 に 光集合 を 示す よ うに な っ た。光離散 か ら光

集合へ の 変換に 最も有効な光 の 波長は 480nm で ，

こ れ は ク ロ レ ラ の 青色効果 に 対 す る作用 ス ペ ク トル

の ピ ーク と
一

致した。こ の 変換 に は ，外液中 に 与え

た 光合成阻害剤 DCMU （10r5M ）は 、ほ と ん ど 影

響を与え な か っ た 。 こ れ らの 事実 は，ミ ドリ ゾ ウ リ

ム シ の 光行動 の 変換 に は，共生 ク ロ レ ラ の 光合成 は

関与 せ ず，青 色 効 果 が 関 与 して い る こ とを 示 し て い

る。

　暗順応 した ミ ドリ ゾ ウ リ ム シ の 光離散に 対す る作

用 ス ペ ク トル は ，共生 ク ロ レ ラを持た な い ミ ドリ ゾ

ウ リ ム シ の 光離散に 対 す る作用 ス ペ ク トル と ほ と ん

ど一
致 した 。

こ の 事実は ，ミ ド リ ゾ ウ リム シ は 本来

共生 ク ロ レ ラ に 関係な く光反応性 が あ り，共生 ク ロ

レ ラ は，そ の 青色 効果 を 通 し て 本来 の 光反応の 性質

を変え る こ とを示 し て い る。

　 P ．caZtdatum ，　 P ．　 tetrattrelia，　 P ．　 multi ・micro −

ntt・clea −tum が 光離散す る t とは 昨年報告した が，

そ の 作用 ス ペ ク トル は ，共生 ク ロ レ ラ を 持 た な い ミ

ドリ ゾ ウ リ ム シ や 暗順応 した ミ ドリ ゾ ウ リ ム シ の そ

れ と．ほ ぼ
一

致した。こ の 事実 は ．ゾ ウ リ ム シ は
一

般 に 光 に 対 し て 反応す る もの で あ り．そ の 光受容 シ

ス テ ム は ．すべ て の ゾ ウ リ ム シ で 共 通 で あ る こ と を

示 唆 し て い る 。

ア メーバ の捕食活動につ い て　皿．化学的刺激に対

す る反応

大島範子 （東邦 大 ・理 ・生物），武 田文和，石井圭
一

（法政大 ・教養 ・生 ）

Phagocyt 〔＞sis　of　amoeba 　U ．Velocity　jn　various
solutions 　of 　anlino 　acid ，　peptide　and 　proteln
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　大多数 の ア メ ーバ は 捕食 の 際に f・・d　cup を 形 成

す る。 こ れ は 漸 た に 形成 され る もの で あ り，また 餌

と の 問に す き間 がで ぎる の が 普通 で あ る 。 従 っ て 餌
が £ood 　cup 形成 の 刺激源に な っ て い る こ と は 確か

と 思 わ れ．今 i・」は 霽か ら 浸出が予 想 され る 物質が 化

学 的 刺激源 と し て 有効 か ど うか を検討 した．

　 フ 卩 テ オ ース ペ プ ト ソ の 各濃度 の 溶液 に ア メ ーバ

全体 を 浸 し，そ の 移 動速度 を 測 っ て み る と， 10
’tS

lG
−Sg

／g とい うきわ め て薄 い 濃度 で速度 の 加速がみ

ら れ，10−2g ！6 以一辷で は 停止 や バ ース トが お こ る 。

ま た バ ク トペ プ ト ソ
r

バ ク ト ト リ プ トソ ．ミー トジ

ュ
ース や ニ ワ ト リ の 肝臓抽出液．各種 7 ミ ノ 酸 に つ

い て も同 型 パ タ ーソ を 示 し，薄い 濃度 で は 速度促進

が，それ以一ヒの 濃度で は 速度低下 が み られ た 。 こ と

に グ ル タ ミ ン 酸
．
や ア ス パ ラ ギ ソ 酸 に お い て は 速度低

下 が 始 ま っ て 停止 に 至 る ま で の 濃度差が 最 も 小 さ

く．シ ャ
ープ な 速度低下を示 した 。こ の よ うに ア ミ

ノ 酸 や ペ プ チ ドあ るい は 蛋白 の
一
部の もの が ，それ

ぞれ の 濃度 で 速度 の 増加あ る い は 低 下 を示 す とい う

こ とは food　 cup 形 成 の 説 明 に 都合 が よ く，特に 速

度低下 に よ く効 くグル タ ミ ン 酸等 の 存在は ，先 に 述

べ た。 food　cup 形成機構 と 深 い 関孫が あ る と 思 わ

れ る。実際 に ガ ラ ス 毛細管内に 入れた 停 ［L濃度の グ

ル タ ミ ソ 酸に対 して は す き間 の あ る food　 cup をっ

く り． ／00pM と い う稀薄濃度 に 対 して は，仮足は

毛細管 の 切 口 に 密接 して の び ，す き間な く と り囲 む

の を 観察で ぎた 。
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